
 

 

別紙 3 

 

第 7 回 歴史文化保存展示施設専門検討委員会 

意見要旨《発言順》  

 

 

議題(1) 常設展示の主な展示手法について 

No. 内容 

1 

 

質問 

 

資料の展示手法は子どもの興味を引くようにできている。大

人だけで来館されたときの対応はどう考えているのか。 

回答 

 

今までの議論から、基本的に小学校高学年向けで展示手法を

考えているが、この設定であっても大人は楽しめると思う。基

本的な情報はわかりやすく伝え、より深く知りたい方には、QR

コードなどを用いたデジタルコンテンツにより対応が可能と

考えている。 

ただ、しつらえが完全な子ども向けにならないように、内装

等の配慮は必要であろう。 

2 

 

質問 
 小中学校へのタブレット配布状況はどうか。 

回答 

 

 全児童・生徒へのタブレット配布は終わっている。活用につ

いては、これからである。 

3 意見 

 

本施設ができる頃には、タブレットやスマートフォンは必須

アイテムになっているだろう。このため、タブレット類は皆が

持参することを前提として考えてもよい。 

また、学校ではデジタル教科書により、容易に写真などを用

いて学習することになる。本施設の役割としては、教室内では

できないことをするべきであり、それは実物を展示することだ

ろう。 

また、世代に合わせた説明内容はデジタルコンテンツで可能

であり、効率のよい構成を考えるべきである。 

4 意見 

 

 浜田の発展は海との関わりによるものであり、これが特色で

ある。この趣旨が活きる展示がよい。 

5 質問 

 

 展示手法は子どもの興味を引くようにできているが、中学校

は来館すること自体が難しい。展示のコンテンツを学校等で使

えるように想定しているのか。 

回答 

 

全く同じものとなると、来館のメリットがなくなってしま

う。資料は館内の内容を提示する。 

回答  学校には、教材提供活動や出前授業活動を想定している。 



 

 

6 意見 

 

 子どもが家族で来館する場合と学級で来館する場合が考え

られる。大勢で訪れた際は、パネルから音声を出すのではなく、

タブレットから音声を出す方がスペース的によいと思う。 

7 意見 

 

 資料には、従来の「見る」だけでなく、「聞く」「参加する」

という内容が加わっており、とてもよい。これらは子どもの領

域である。 

 世界こども美術館では、子ども向けの展覧会を実施している

が、大人のアンケートを見ると、「わかりやすくてよかった」、

「大人も楽しめた」との意見もある。ただ、研究者には物足り

なさが残るかもしれない。 

 また、今の子たちと結び付く展示があれば、より身近に感じ

られるだろう。 

8 意見 

 

 近現代の展示では、各家には古い写真が眠っていると思うの

で、それを掘り起こして活用すれば、よりよい内容になる。 

9 意見 

 

 今の子どもたちと結び付ける展示は必要。地図に浜田市内の

学校と現在地をポイントしたものがあれば、その場所が身近に

感じられる。自分の日常と繋がる情報が 1 個でもあれば、展示

に対する姿勢も変わってくる。 

 

議題(2) 歴史文化保存展示施設の基本計画（案）について 

No. 内容 

1 意見 

 

 活動スケジュールの資料において、開館直後から全ての活動

状況がわかるようになっている。ただ、年数回実施予定の講座

が 3 年間準備期間となっているのは、対外的な見え方が良くな

い。資料において、始動に向けてグラデーションで色付けをす

るなど、それを楽しみにしている方への期待感をなくさないよ

うにして欲しい。 

回答 

 
 資料の調整をする。 

2 意見 

 

施設について。1 階の収蔵庫は、面積も小さく利用しやすい

のかが心配である。3 階の展示及び学習室は、多目的スペース

を利用する際にも必要になるので、美術館側との十分な相談が

必要である。また、美術館の収蔵品の行先も考える必要があり、

その施設の経費も必要となるのではないか。 

組織体制について、今までの意見を反映させることができる

か否かは組織体制にかかってくる。概要版の資料であっても、

組織体制は詳細に記述して欲しい。 

回答 

 

収蔵庫については、空き施設の活用も含めて事務局で検討を

進めている。組織体制の詳細は、美術館とも相談しながら、事

務局で検討を進める。 



3 

 

意見 

 

平面図では、歴史文化展示室の前に受付とある。美術館の受

付は 2 階にあり、またメインエントランスも 2 階となるので、

そこで一括で受付をして、効率的な運営をすべきである。 

回答 

 
事務局も同様の考えである。 

 

議題(3) 施設名称の検討について 

No. 内容 

1 意見 

 

子どもたちの話題に上がるためには、略称・ニックネームが

付きやすい名称が良い。例えば、「はまれき」など。 

2 意見 

 
 浜田歴史博物館が良いか。 

3 意見 

 

石央文化ホールの名称決定にも関わった経験から、施設名称

は端的にその施設を示すものがよい。 

4 意見 

 

浜田市歴史文化博物館が良いか。歴史文化博物館の例は少な

い。 

5 

 

意見 

 
浜田の歴史資料館、もしくは浜田の歴史文化資料館など、「の」

を入れることによって、柔らかい印象がでると思う。 

6 意見 

 

ひらがなが入るのはよいと思う。浜田の歴史と文化体験館と

か。未来という言葉が入ってもよいと考えている。 

7 意見 

 

浜田、歴史と続くと「はまれき」と略せてよいのではないか。

やさしい感じもでる。 

 

その他 

No. 内容 

1 

 

質問 

 

最新の全国の博物館の動向やユニークな事例があれば教えて

ほしい。 

回答 

 

コロナ禍で全国の博物館を回れていない現状ではある。海外

の例では、規模は違うが、ウェールズ国立博物館は美術館と科

学館も併設されており参考にしている。 

新施設と同規模でいえば、調布市武者小路実篤記念館、飯田

市美術博物館などが色々な取り組みをしており参考となると思

う。 

回答 

 

鳥取県立美術館が PFI により、施設の設計から開館後 15 年ま

での運営を一括して行うことになっている。効率化が求められ

る時代であり、規模は違うが、先進事例として挙げられる。 



 

 

 


